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特別損失の計上と平成２３年３月期 業績予想の修正に関するお知らせ

当社は本日開催されました取締役会において、東日本大震災における当社グループの被災状況を

鑑み、特別損失を計上いたします。

また、最近の業績動向を踏まえ平成２３年１月３１日に公表いたしました平成２３年３月期連結

業績予想を下記の通り修正しますので、お知らせします。

尚、期末配当金は 今回の業績予想修正による変更はございません。１株当り４０円（年間８０円）

配当を予定しております。

１．業績予想の修正について

平成２３年３月期 (平成２２年４月１日～平成２３年３月３１日)

売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当期純利益
１株当たり

当期純利益

前回発表予想（Ａ）
百万円

８８，０００
百万円

７，５００
百万円

７，５００
百万円

４，３００
円 銭

２３６．０８

今回発表予想（Ｂ）
百万円

９０，１００
百万円

８，０００
百万円

７，９００
百万円

４，１００
円 銭

２２８．０４

増減額（Ｂ－Ａ）
百万円

＋２，１００
百万円

＋５００
百万円

＋４００
百万円

▲２００

増 減 率
％

＋２．４
％

＋６．７
％

＋５．３
％

▲４．７

（ご参考）

前年度通期実績

百万円

８８，１４７
百万円

６，９９９
百万円

７，００６
百万円

３，４９８
円 銭

１８６．４０

２．修正理由

東日本大震災において 当社及び当社グループ会社の建物や商品の一部が損傷を受け、原状回復

費用や滅失損 等 ７３２百万円を特別損失として計上いたします。

尚、特別損失の計上要因（一部見積り計上を含む）は以下の３点です。

① 当社グループ会社の多賀城研究所（宮城県 多賀城市）が津波の影響を受けたほか、地震の

影響で当社 及び 当社グループ会社の建物や商品の一部が損傷を受けました。

これらの原状回復費用及び滅失損として６２４百万円を計上。



② 在宅レンタル事業は主にお取引先医療機関を通じて患者様に機器類のレンタルしております

が、津波の影響を受け 一部のお取引先に対する売上債権の貸倒損失や患者様にご使用いただ

いておりました機器類の滅失損として４９百万円を計上。

③ 被災された方をご支援（義援金、救護マット等の支援活動物資 等）するため平成２３年３月

期に既に実施した活動費用として５９百万円を計上。

一方、業績面では 昨年度相次いで市場投入しました自社製品（心電計、血圧脈波検査装置、生体

情報モニタ、治療用カテーテル 等）が国内販売において第４四半期も引続き伸張したほか、在宅レ

ンタル事業、血球カウンタ 等も堅調に推移しました。

コスト面においては 引続き 原価低減や経費削減に努めた結果、連結売上高、連結営業利益、

連結経常利益は前回公表した予想値を上回る見通しとなりました。

当社の平成２３年３月期決算発表は、平成２３年５月１３日（金曜日）を予定しております。

※ご注意

上記業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、

実際の業績は今後様々な要因により予想数値と異なる可能性があります。

今後 業績予想の修正が必要となった場合は、速やかに公表いたします。

以 上


